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ウイ ス タ ー 系ラ ッ トを用 い て ， 新生 児期 よ り生後 7過齢 まで の 血 中甲状腺 ホ ル モ ン 濃度の 経時的推
移およ び肝と腎に お ける サイ ロ キ シ ンくthyr o xin e， T．1か ら トリ ヨ ー ドサイ ロ ニ ン くtriiodothyr o nine， T，う
へ の 脱 ヨ ー ド活性 の 成熟過程 に つ い て 検討 した． ラ ッ ト に お い て は， 生後1 ない し2 日の 新生 児期の 血中
甲状腺ホル モ ン 濃度 およ び末梢 T4か ら T3 へ の 脱 ヨ ー ド活性 は， とも に 著 し く低い 値 を示 した ． 新生児期以
後， 血中の T4， T3 ， リバ ー ス トリ ヨ ー ドサイ ロ ニ ン くre v e rs etriiodothyr o nin e， rT31 は徐々 に上 昇 した
が， T4は 35日齢で も成熟ラ ッ トの レ ベ ル に は達 しな か っ た ． 一 方， T3は， 比 較的急峻な上 昇 を示 し， 生後
2卜 28 日齢で は成熟ラ ッ ト をう わ まわ る値を示 した． rT3は， 生後 14 日目に ピ ー ク を示 し， それ 以後い っ
たん低下 した あと成熟ラ ッ トの レ ベ ル に 達し た． 肝と腎の 脱 ヨ ー ド活性 は， ま っ た く異な っ た年齢的推移
を示 した． い ず れの 場合も， 新生児期 は低 い が ， 肝で は， 生後 7 日齢 に は正常成熟ラ ッ トの 値 をやや 上 ま
わる活性 を示 す よう に な り， そ れ以 後 は 一 定 で あ っ た ． 一 九 腎で は， 正 常の成熟ラ ッ トの レ ベ ル に達 す
るの は14日齢以後と肝 よ りや や遅れ た 成熟 を示 す が， 21 へ 28 日齢に は成熟ラ ッ トの 2倍 以上 の 活性 を示
すよう に な り， それ以 後 は低下 して成熟 ラ ッ トの レ ベ ル に 達 した． 腎の T4か ら T3 へ の 脱 ヨ ー ド活惟の ピ ー
クは， 血清 T3償お よ び T31T4比 の ピ ー ク と 一 致 して お り， 幼若期活性型甲状腺ホ ル モ ン で ある T3の 必要
量が生理 的に上 昇 して い る時期 に は， 腎に お ける T4か ら T3へ の 変換活性の 冗進が寄与 して い る こ と が示
唆さ れ る． 肝 に お け る T4－う T3脱 ヨ ー ド 活性 に は補酵素 で あ る N A D P H お よ び還 元 型 グル タ チ オ ン
くr edu cedglutathio ne， G SHl の 影響が 大き く， 新生 児期の in uitro に お け る肝の 脱 ヨ ー ド活性低下は，
N A D P Hと GS H添加に よ り上 昇 し た． 新生児期以後で は， N A D P H が G S H よ り も T3産生上 昇に 対す る
影響が強か っ た ． こ の こ と よ り， 新 生児期の 肝 T4－5，一脱 ヨ ー ド活性 の 低下は ， 酵素量 の 低下に よ るよ り も補
酵素量の 不 足 に よ る も の と 思われ ， また ， N A D P H は末梢 T4脱 ヨ ー ド系に 対 して 新生児期以後に 律速的 に
働い て い るも の と 思 われ る
．





－deiodin as e activity．
Bra v er man ら11が ， 甲状 腺摘出 患者 に お い て ト
リヨ ー ドサイ ロ ニ ン くtriiodothyr o nin e， T31 が， サ イ
ロキ シ ン Cthyr o xin e， T41 か ら の 変換 に よ っ て生成さ
れる ことを報告し て 以来 ， 末栂に お ける T4脱 ヨ ー ド系
に関する研究が 多く報告さ れ て い る2 州
．
T3の 生 物学
的活性は， T4の 4 へ 5倍高 い と 言わ れ て い る こ と や，
血 清中の T3の 約 80％は， 末梢 に お け る T4か ら T3 へ
の 変換 に よ っ て 産 生 され る引 こ と を考え あわ せ る と，
末梢組織で の T4代謝 お よ び その 調節機構が も つ 生理
的意義は大き い もの と 考えら れ る．
また生後1 ない し2 日目の 新生児期ラ ッ トの 血 清 T4，
T3はと も に 低く ， 末梢に お ける脱 ヨ ー ド活性も 低下 し
Abbr eviatio ns こD T T
， dithiothr eito13 ED T A， ethyle n edia min etetr a ac etate三 G S H， redu c ed
glutathion eirT3 ， re V e r S etriiodothyr o nin ei T4 ， thyr o xineニ T3， triiodothyr o nin e．
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て い る こ と は， す で に 知 られ て い る9I 州． 幼 若ラ ッ トが，
成長 とと も に どの よう な 血中甲状腺 ホ ル モ ン の推移 を
示 す か， ま た その 変化の 基礎と な る末梢で の 脱 ヨ ー ド
活性 の 変化に つ い て は興味が も た れ る と こ ろで ある．
そ こ で幼若ラ ッ トに お い て， 肝 お よび 腎に お け る T4
か ら T3へ の脱 ヨ ー ド滑 性の 加齢 に よ る変動 を， 血清甲
状腺 ホ ル モ ン 濃度 の 変化と と も に 検討 した． ま た胎児
期お よ び新生児期の 末梢 T4代 謝の 低下 に 対 す る成因
と して， 脱 ヨ ー ド酵素量の 減少よ り は， 補酵素量 の 減
少が 重要 で あ る と報告され て い るが
1 川 2I
， 肝 に お け る
T．5
，脱 ヨ ー ド酵素 の補酵素で あ る N A D P H と還元 型
グル タ チ オ ン くr edu c ed glutathio n e，G S Hl が ， 年齢
的に どの よう に肝 の脱 ヨ ー ド活性 に 影 響を あ た える か
に つ い て も検討 した．
材料 お よ び 方法
工 ． 動 物
ウイ ス タ ー 系雄ラ ッ トよ り 出生 した 仔ラ ッ ト を， 生
後 1 日， 2 日 臥 7 日臥 14 日臥 21日目， 28 日 ，
35 日目く肝 に お ける脱 ヨ ー ド活性 の 補酵素添加 に よ る
変化に つ い て は， さ ら に 42日 臥 49 日 ま で追加うに ，
エ ー テ ル 麻酔下 で心腔穿刺に よ り採血し， 屠殺後 ， 肝お
よび 腎を摘出 し， 実験に 倶 した． 14 日 ま で の ラ ッ ト
に つ し1て は， 3 旬 4匹 の 仔 ラ ッ ト より採取 した 検体 を
集め， 一 検体と した． 対照 と して は ， 体重 250g 前後の
成熟雄 ラ ッ トを用い た ．
工 ． 実験方法
1 ． 出生後の血中 T4， T，， リ バ ー ス T3くre v er s eT3，
rT31 濃度
T4は， ガ ン マ コ
ー ト T4キ ッ トくトラ ベ ノ ー ル 社， 東
新 T3は， 栄研 T3リア キ ッ ト く東京う， rT3は， ダイ
ナ ポ ッ ト rT3キ ッ ト く東京一 を用 い ラ ジオイ ム ノ ア セ
イ に て測定 した ．
2 ． 肝お よ び腎の T45
，脱 ヨ ー ド活性の測定
摘出 した肝腎を， 直 ち に 0．1 M リン 酸緩衝液 くpH
7．Ol で 濯流洗浄 し， 5m M E D T Aくethyle n ediamine
tetraac etate， E D T A， 和光純薬1 を含む 0．1 M リン酸
緩衝液 くpH 7．0つ で 5倍容と しホ モ ジナイ ズ し， 得 ら
れ た 20％組織ホ モ ジネ ー トを 2，000rpm 4
0
C， 10分 間
遠心 した 後， そ の 上 清 を用 い て C hopr a7Iの 方法 に 従
い ， T4か ら生成さ れ た T3量 を指標 と して ， 組 織中の
T45
，脱 ヨ ー ド活性を測定 した． 即 ち， 20％組織 ホ モ ジ
ネ ー ト遠心上 浦く上手削 500JLl と 5m M E D T Aを含 む
0． 1M リン 酸綬衝液500声l を37
0
Cの 恒温槽中 に静置
した 10X75m m の ガ ラ ス 試験管中で 混 合 し， 10〆gノ
ml に 調 整 し た L－ T4 u －thyr o xine sodiu m s alt
pe ntahydr ate，和光純薬1 100JLlを加 え， 60分間イ ン
脇
キ ュ ベ ー 卜 し た ． イ ン キ エ ペ ー ト前後 に ， 試験管の浪
合液 を， 0．2 ml採取 し， 水冷 99．5％ エ タ ノ ー ル 0．4ml
を加 え， 2，000rpm lO分間遠心 し上 浦中の T，を栄研
T
3リ アキ ッ ト く栄研， 東京う を用 い 測 定し た． ホ モジ
ネ ー トの 内因性 T3を補正 した の ち， 蛋 日 1 mgあたり
の 1 時間の T3生成量くngl 時間Img 蛋 釦 を， 算出し
た． 遠心 上清 の 蛋白含量に つ い て は， Lo w ry1 3壕 により
定量 した ． ま た エ タ ノ ー ル 抽出に よ る T3の 回収率は，
放射性1 2 5王 を エ タ ノ ー ル 添加直前 に 加 え て 測定したと
こ ろ 80へ 82％で あ っ た ． 上 記 の 如く測定した肝および
腎に お ける T4か ら T3 へ の 脱 ヨ ー ド活性 の 経時的推移
は， そ の 都度， 対照 と した成熟雄 ラ ッ トの 肝と腎に お
け る脱 ヨ ー ド活性 の 百分率で表現 した ．
3 ． 補酵 素 くN AD P H， GS Hl 添加 に よる肝 T．5
，脱
ヨ ー ド活性の 年令的変化
上記 の イ ン キ ュ ベ ー ト混合液中に ， リ ン 酸緩衝液で
10m M の 濃 度 に 調整 し た N A D P H くオ リエ ンタ ル
社l， G SH くオリ エ ン タ ル 社う N A D P H＋ G S H溶液を
10町1添加 し， T3の 産生量の 変化 をみ た．
N A D P H， G S Hに 対 する 用量 反応 をみる ためには，
2． 5， 5．0， 10m M の N A D P H溶液， 5．0， 10， 50mM
の G S H溶液 を， それ ぞれ 100ノノ1 ホモ ジネ ー ト混合液
に 加 え， リ ン酸緩衝液の 量 で 調節 して ， 反 応系の全量
が 1 ．1ml と なる よ う に して ， T3の 産生 量 をみた．
尚， 統計的処理 に あ た っ て は t検定 を用 い， すべ ての
数値 は， 平均 士S Dで表現 した． pく0■05 をもっ て有意
差がある と した ．
成 績
1 ． 生後 の 血 中甲状腺ホ ル モ ン くT．， T3， rT，1濃
度 の変化
生後 1 日目の 血 清 T4値 は， RIAの 感度以下であり，
そ の 後， 徐々 に 上 昇 し， 生後 35 日目 で は， 3．5士0－4
JLgノdl とな る が， まだ 対照 ラ ッ ト5■5士0．5p gldlくn
ニ
12う よ り低値 を示 した く図1う．
血清 T3値も ， 生 後 1 日目は， T．と同様 に， RIA の感
度 以下 であ る が ， 7 日日 31 士17ngノdl くn 二 5 l， 14日
目 69士 10ngldl くn ニ 5l， 21 日目 112士 14ngldlくl一
二
5う と ピ ー ク に 達す る． 生 後21 日目の T3値は， 対照
ラ ッ ト く8 7士 6 ngノdl， n ニ 12う よ り有意に高か っ た．
rT3濃度も， 生後 1 日目 で は 低く 0■8士0．9ng潮 て
あ る が， 生後14日目 に は ， 8．4士1t4ng佃 の レ ベ ル ま
で 上 昇す る． その 後， い っ た ん低下し たの ち， 対照ラ ッ
トの レ ベ ル に 達 した く図 2ン．
T3 几 ， rT31T 此 で み ると ， 生後 7 日目で は， 偏
差
値が 大きく バ ラ ツ キ が大 きい が ， そ の 後，
一 定化した．
生 後 21日 目 の T3ノT此 は 38■3士3．8 と， 14日 目


















悶 々くdI1 7 14 21 28 35 aduIt
n ニくさ1 I5I くらI I5I く5I く5I く1 2I
Fig．1． Post．n atalcha nge of s er u mT4 C OnC e ntr a－
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n － ほl ほl く5I く5I くSl く5I ロ2J
Fig．2－ Post．n atal cha nges of se rum T3 a nd rT3
CO nCe ntratio n． Clo sed circle， T3こ Ope n circle，
rT3． Ea ch v alu e repr es e ntsthe m e a n士S D．
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く27■4士4 ．8う， 35 日目く24．8士2．71よ り有意に 高か っ
た
．
rT3ノT4比 に 関 して は， 生 後14日目以後 より 安定
し て い た く表 11．
2 ． 肝の T3産 生 に 対 する年齢的影響
生後1 日目 で は， 49．6士11 ．7％ くn ニ 5， pく0．01
と， 対照 く100士14．5％， n ニ 12う に比較 して 低値 を と
るが ， それ 以 後は， 7 日目 147，2士27．7％くn ニ 5， pく
0－05う， 14 日目 130 ．5士3．2くn ニ 5， pく0．05う， 21 日官
135．2士12－4％ くn ニ 5 ， pく0 ．051， 28日 目 15 2．1士
15－6％ くn ニ 5， pく0．011， 35 日目 144．1士30．6％ で
あ っ た ． い ず れ も対照ラ ッ トをう わ まわ る活性を示 し















8g賞d1 1 7 14 21 28 3 5
n lく5I く5J く引 く5J く5J く5J
Fig■3， Effe ct of age o nhepatic T3 ge n e r atio n．
S haded a rea r epre se ntsthe m e a nく100％は S Dof
adult m ale r ats． Barindic ate s S D． H ， pく0．
01i
＋
， pく0．05 vs adult c o ntr olgr o up．
Table l． Post－Cha nges of T 3ノT4 a nd rT 31T4 ratio

































T he v alu es o nthe day l w a s n ot c alc ulated， Sinc e s er u mT4 0 nday l w as notde－
te ctable by RIA． Ea ch v alu e r epre se nts the m e an士S D． 榊 ， pく0．01i
ホ
， pく0．05 usdata o nthe day 21．
692
3 ． 腎の T3産生の年令的変動
生後 1 日 目 の 腎 に お け る T3産 生 は， 対照 ラ ッ ト
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n 着くら1 f5J く5 I く5J 15J I5J
Fig．4． Effe ct of age on r e nal T3 gen e r atio n．
S haded a re a r epre se ntsthe m e a nく100％1士S Dof
adult m ale rats． Ba rindic ate sS D．
． ．
， pく0．01



























2．2％ くn ニ 5， pく0 ．0い で あ っ た く図31． その後，
徐 々 に 増加 す るが ， 生後 7 お よ び 14 日目で は， 対照
ラ ッ トの レ ベ ル に 達 し ない が， 21 日 目 198．6士25．略
くn ニ 5t pく0■01 28 日目256 士46．6％ くn ニ 5， pく
0．0い と急峻 に増加 し， 35 日目以 後 に ， 対照ラ ットの
レ ベ ル に 低下 した く図41．
4 ． 補酵素 くN A D P H， G S甘卜添加 に よる肝の T．5
，
脱 ヨ ー ド活性の 年齢的変化．
1 m M の NA DP H とG SH を添加 す る こ と に より，
図 5の ごと く肝 T45，脱 ヨ ー ド活性 は著明 に増加する
．
そ の 増加率は， 2 へ 3適齢が ， も っ と も著しく約4倍
の 括性の 上 昇が認 め られ た．
次に 1m M N A D P H， 1 m M G S H をそ れぞ添加
し た場合の肝 の T45
，
脱 ヨ ー ド活性の 増加率 を， 補酵素
を添加 しな い 場合 の 脱 ヨ ー ド活性 を 100％と して比較
す る と ， 新 生児期以外 で は ， N A D P H＋G S H添加と
N A D P H単独添加の 間に は， 増 加率 の 差は なく， G SH
単独添加の増加率 は， NA D P H添加 の 増加率に比べ低
か っ た く図5う．
5 ． N A DP H， G S Hに 対す る 肝 Ti5
，脱 ヨ ー ド活性
の 用 量反応関係
N A D P H添加量の 適 い に よ る 肝 T．5
，脱 ヨ ー ド活性
の 用量反応曲線 は， N A D P H の濃度が ，0．25へ 0．5mM
に 達す る と最高値 とな っ た ． N AD P H添加に よっ て到
■9せくニー王ふ ふ ごご， ご， 諾， 芸 蒜 芯
m ot hモ ー
J 5J
Fig． 5． Co mpa ris o n of T4
－5，－deiodin a sea ctiv atio nby l m M N A D P HくS Olidc olu m nl， 1m M
G S Htstriped c olu m nlo rthe c o mbin edaddit o n of lm M N A D P Ha nd G S Ht
ope n c olum nl．
Res ults are expre ss ed inthe perc enta ctivity of ba s al le
velくwitho uts up ple m entl． Number
in pa renthe sis sho w sthe n u mber ofr ats． Ba rind
ic ate sS D． さ， pく0．01vstho se ofm other．
甲状腺 か レモ ン末柵代謝の 成熟過程 くり
達した最高値の レ ベ ル は生後 1週 で は低く ， 3適齢で
もつ とも高く な り， そ の後加齢と とも に 低下 す る． こ
のN AD P Hに 対す る 用 量 反応系 に 1 m M の G S H を
酎口した場合も こ の 年齢依存性 の変化の パ タ ー ン は変
わらなか っ た く図6 A， 別 ．
G SH 添加量の適 い に よ る肝 T．5
，脱 ヨ ー ド 活性 の 用
量反応関係は直線的な変化 を示 すが ， 脱 ヨ ー ド活性 の
増加率は， N A D P 馴こ対す る用量 反応 に比 較 し低 か っ
た． GS Hに 対する 用量反 応系に 1 m M N A D P Hを添
加する と T 5
，脱 ヨ ー ド活性 は著明に 増加 し， 6適齢以
上の ラ ッ ト で は GS H との 用 量反 応関係 は認 め ら れ
ず， 幼君ラ ッ トに お け る反応態度と は異 っ て い た く図
6C， Dう．
考 察
ヒト にお い て は， 在胎 12遇よ り， 甲状腺ホ ル モ ン の
産生が， 組織学的 に確認 され て お り胎生期に すで に ，
母体とは独立 した視床下部 一 下垂 体 一 甲状腺系が働い
ているとい われ てい る 川 1 引． ラ ッ トで は， 胎児期は 生理
的に甲状腺機能低下状態 に あり， 出生後 ， 急速に 甲状
腺の発育がお こ る こ とが 知 られ て い る 川 岬 ． 身体 の 成
長， 発育に， 甲状腺ホ ル モ ン は， 重 要な役わ り を示 し
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こ のよ う な点か らラ ッ トは， 成長に 伴う 甲状腺
ホル モ ン 動態を検討す る の に 適 した モ デ ル で ある とい
える．
そ こ で ， ラ ッ ト を用 い て， 成長期の ラ ッ トの血中甲
状腺 ホル モ ン漉度の年令的推移 と， 末相の肝 と腎に お
け る脱 ヨ ー ド活性の成熟過程 に つ い て検討 した ．
出生後 の血中甲状腺 ホル モ ン 濃度 に関 して は， Va n
der Heide ら1 7切 報告と 同様な傾向を示 した
． す なわ
ち， 生後 7日 日ま で は， T4， T3， rT け べ て の 甲状腺
ホル モ ン は低値 を示 した． 生後 7 日目以後， T4 ， T3 ，
rT3は， 上昇 を示 した
． 血 中 T4の 上昇 は， 甲状腺よ り
の T4分泌の 増加 を示 す もの と 思わ れる が， 生後 35日
齢以下の 幼君 ラ ッ トで は， 成熟 ラ ッ トの レ ベ ル に 達 し
なか っ た ． 血中の T且， rT3は主に 末梢 に お ける脱 ヨ ー
ド に よ り産生さ れ るも の である が， T3にお い て は， 生
後 3週 句 4週齢 の 間 一 過性 に 対照ラ ッ トの レ ベ ル をう
わ ま わ る値を示 し た． rT3は， 生後 2週目に ピ ー ク とな
る が ， 以 後 Taの 増加 とは相反 して 低下 した ． T3ノT4，
rTユノT4比 の変化 に お い て も ， 生後 2 へ 3適齢 の 間で
鏡像的な変化が認め られ た ． Ca rella ら181は， ヒ ト にお
い ても ， 同様 な相反す る T31T．， rT，JT此 の変化が，
生後 24へ 72時間の 間に み られ たと報告 して い る
．
一 般
に， T4づ T3は， T4の 活性化経路， T． － ＋ rT3は rT3に
生物学的活性が み ら れ ない こ とか ら不活性化経路とし
．
1
われ てい る が ， 生後 甲状腺か ら の T4分泌増加と と も
に ， 末稗 に お い て T45 脱ヨ ー ド系か ら， T45，脱 ヨ ー ド
系 へ と変換さ れ る こ と に よ り， 成長 に伴う T 泌要量増
加に 適応 して い る こ と が示 唆され る
．
脱 ヨ ー ド酵素活性は， 生体 内の 多く の組織 に認 め ら
れ るが ， 組織の 蛋 白重 量あた りの 清性が ， も っ と も高
い の は ， 肝と 腎で ある7I． 肝お よ び腎に お い て は， 新生
児期， 著 しく T4 － T3脱 ヨ ー ド活性の 低下 を認め るが ，




脱 ヨ ー ド活性 は， 生後 7 日日に は， 成人 ラ ッ トの レ ベ
ル に 達 し， それ 以 乳 大き な変動は示 さ な い が ， 腎で
は， 生 後14 日目以後 に 成熟 ラ ッ トの レ ベ ル を， は るか
に上 まわ る急峻な上 昇 が み られ ， 以 後， 成熟ラ ッ トの
レ ベ ル と な る
．
脱 ヨ ー ド酵素は メ ン プ レ ン リ ッ チくm e mbr en e richj
な細胞内小器官に 存在す る と い われ ， 肝， 腎で は主に
ミ ク ロ ゾ ー ム 分 画に 活性が 認め ら れ て い る19，2 D，
． T45
，
脱 ヨ ー ド酵素に 関して は， 最近の 研究で は， 性質 を異
に す る複数の 脱 ヨ ー ド酵素が ， 組織中に 混在 す る こ と
が 示 され た21 ト 2 4，
． 特に ， 肝， 腎と 下垂体前葉 に 存在す
る T45
，
脱 ヨ ー ド酵素は， km 値， T4に 対す る用 量反応
に 関 して著 しく 異な っ た性質 をも つ とさ れ てお り， 従
来よ り ラ ッ トの 肝 や 腎で 主に 研究さ れ た T45
，脱 ヨ ー
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ド酵素に 関 しては，km 値が 高く ，T4が過剰 に な っ た時
こ れ を脱 ヨ ー ドす る系で あ る と い わ れ て い る． 今回 の
結果 に よれ ば， 成熟過程 に お い て ， 腎の T45
，脱 ヨ ー ド
酵素は， 生理 的な血 中 T4上昇に 対 して 肝よ り も鋭敏な
活性上昇 を示 すも の で あ る こ と が示 唆 され る．
生後 21 日日頃 に， 血 清 T3値お よ び T3ノT4比 が 他の
年齢に 比 べ ， 有意な 高値 を示 した が， こ の 時期 が， 腎
の T3産生 の ピ ー ク と 一 致 し て い た こ とよ り， T3必 要
量の 増加 し てい る成長期 に お い て， 腎が甲状腺ホ ル モ
ン末梢代謝 の上 で， 生理 的に 大き な役割 を に な っ て い
る もの と思 われ る．
胎児期お よび新生児期に お い て 末梢の 脱 ヨ ー ド括性
が低下 して い る こ と は， す で に知 られ て お り9ト1 2I， 脱
ヨ ー ド賦清剤 で ある ジチ オ ス レイ ト ー ル くdithiothrei－
tol， D T Tl 添加に よ り酵素活性が
一 律 に 上 昇す る こ と
よ り， 脱 ヨ ー ド活性 の成熟過程 に おい て は， 酵素蛋白
量自体 に 変化は ない も の と され て い る2 51． そ こ で 補酵
素添加に よる変化 をみ て みた ． 新生児期の肝 の T45
，脱
ヨ ー ド清性の 低下 は， N A D P H お よ び G S H両者の 補
酵素添加 に より上 昇が み られ ， 新生児期の 脱 ヨ
ー ド活
性低下は ， 他の報告例 と同様 に 補酵素の 不足が原因で
ある と考 えられ る． 新生児期以後， N A D PH 単独添加
と N A D P H ＋G S H添加 で 差 が 認 め ら れ な い こ と よ
り， N A D PH の方が ，G S H より肝の T．5
，脱 ヨ ー ド活性
に対 し て活性増強作用が大 き い と 考 え ら れ る． ま た
N A D P 壬i添加量の違 い に 対 す る 肝 T45，脱 ヨ ー ド活 性
の 用量反応曲線 も， G S H添加 の影響 をう け な い こ と
か ら， N A D P H が肝 の T．5
，脱 ヨ ー ド活性 に 対 して直接
的に作用 して い るも の と思わ れ る．
結 論
幼君ラ ッ トの 加齢 に伴う 甲状腺 ホ ル モ ン 脱 ヨ ー ド活
性の変動を， 肝， 腎に つ い て検討 した 結果 ， 次の 結論
をえ た．
1 ． 新生児期ラ ッ トで は， T4， T3， rT3の 血中甲状
腺ホ ル モ ン 濃度 は， 低値 を示 し， また 末梢 に お ける T4
っ T3脱 ヨ ー ド敵性も 低下 して い るが ， 生後 1 へ 3適 に
か けて急速な活性上昇 が み られ た ．
2 ． 肝 と 腎 に お け る T4か ら T3 へ の 脱 ヨ ー ド活 性
は， それ ぞれ 独立 した 年齢的推移 を示 した．
3 ． 生後 21日 目 に ， 血 中 T3値 お よ び T3ノT4比 が
ピ ー ク とな るが ． こ れ は ， 腎 に お け る T4か ら T3 へ の 脱
ヨ ー ド活性の ピ ー ク と 一 致 して い た ．
4 ． 新生児期 に お け る肝 T45
，脱 ヨ ー ド 活性 の低下
の 一 因と して， NA DP H お よび G S H の欠乏 が あ げら
れ， そ れ 以 後 の 肝 T45
，
脱 ヨ ー ド 系 の 成 熟 に は，
N A D P H が より大 き く関与 して い ると 考え られ た ．
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M atu ratio n al cha nge sin s e ru m thyroid ho r m o n el v els， a nd in re n al a nd hepatic thyro xin e
くT 4J－5， － m O n Odeiodin ating a ctivi ty w er e studied in yo u ng r ats du ring the fir st 7 w e eks oflife．
Se rum thyroid ho r m o n el v el a nd periphe ral T 4－5
，
－deiodin ating a ctivity w e r e v e ry lo w in the
ne o n ate s a nd the r e afte rgradu allyin c r e a sed withage－ Butthe de v elopm e ntalpatte rn wasquite
differ e nt in ser u m T 4， triiodot hyr o nin eくT 3I a nd r e v er s etriiodot hyr o nin eくrT 3J． Se rum T4
1e v els ro se gradualy wit hage， but still lo w er at 7w e eks ofage tha nt hat of adults． Se ru m T 3
1e v el r apidlyin c r e a sed betw ee n 3 and 4w e eks ofageto ale v el highe rtha nt hat ofadults． Seru m
rT 3re a ched its m a xim u m pe ak o nt he 1 4th day， de cr ea sl ng the re afte rto the adult le v el． Matu－
ratio n al proc ess of T 4
－5
，
－deiodin a s e a cti vi ty w as also diffe r e nt in t he liv e r a nd the kidn ey． He－
Patic T 3gen e ratio nin c re a s ed fr om ani mi tial lo w a ctivity to aplate a uby 7 days of age， Which
W a Sl －5 tim e shighe rtha nt hat of adults． In c o ntr a st， r e n al T 3ge n e r atio n rose pr ogre s siv elyto a
lev el m o r et han tw o －foldof the adultr atsbyt heday of 2 8， de cliningt he re afte r． T he risein re n al
T 3produ ctio n w a sparalleled w ellwith the tim e of s e r u mT 3elev atio n， S ugge Stingthein v oIve－
m e nt of t he kidn ey in physiologic al m atu r atio n ofperiphe r al T 4rn O n Odeiodin atio n． N A D P H
a nd redu c ed glutathio n eくGS叫 had a m a rked stim ulating effe ct o n hepatic T 4－5，－deiodin ating
a ctivity in vitro． A lthoghhepatic T 3ge n e ratio nin n e o n ate s w asgr e atly e nha n c ed alm o st tothe
adult level by the ad ditio n of bot h N A D P Ha nd G S H， NAD P H be c a m e mo r e c ru cial in stim u－
1ating T 3gener atio n t ha n G S Hafte rthe n e o n atal pe riod ． T his sug gests t hat the lo w T 4－5
，
－
deiodin ating activity in the n e o n ate sis du eto thein s uffic en cy of c ofa cto rs rather tha n ade．
C r e a S ed a m o u nt of t he e n zym e， and N A D P H is a r egulato ryfa cto r ofpe riphe r al T 4 deiod inating
SySte m ．
